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水稲栽培における有効茎歩合の向上による非構造性炭水化物の蓄積
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1 は じ め に

現在,消費者 。実需者のニーズに対応 して,高品質米の

安定生産が求められている。このため,出穂期までに茎葉

部に非構造性炭水化物の蓄積が多い水稲を栽培することが
,

気象変動下における玄米品質の低下を抑えるために有効と

考え,こ れを明らかにする。

そこで深水処理による分げつ抑制を行い有効茎歩合を高

め,1茎重の増加を図った。また,有効茎歩合の向上によ

る一茎あたりの非構造性炭水化物の蓄積の違いと収量と品

質に及ぼす影響について検討 した。

2試 験 方 法

1)耕種概要

(D 試験年次 :21Xlll年

(21 試験場所 :秋田県農業試験場

13)供試品種 :あ きたこまち

14)移植日:2000年 5月 29日 (中苗)

15)施肥方法 :基肥 (全層施肥 ;N02kg/a)
追肥 (減数分裂期 ;N02kg/a,硫安)

(61 試験区 :

水管理 ,1)慣行栽培水管理 (以下慣行水管理区)

2)5～ 8葉期深水処理 (以下 5葉期深水区)

3)8～ 95葉期深水処理 (以下 8葉期深水区)

深水処理の目的は,5葉期深水処理は低次分げつの発生

を抑制すること,8葉期深水処理は二次分げつの発生を抑

制することである。

(7)非構造性炭水化物の測定 :凍結乾燥 した試料を粉砕

して,Glucoamylase‐ PAHBAH法 により測定 した。

3試 験 結 果

(1)深水処理による有効茎歩合の向上

最高分げつ期の茎数は慣行水管理区で多く,5葉期深水

区,8葉期深水区で少なかった。逆に穂数は両深水区で多

くなり,各時期の深水処理によって有効茎歩合は高まった。

しかしこの試験では全体的に穂数が少なかった (表 1)。

●)深水処理が一茎重に及ぼす影響

1茎重は,生育期間を通して 8葉期深水区で最も多く推

移した。特に減数分裂期以降 (7月 26日 )に増加量が大き

表 1 深水処理による有効茎歩合

深水処理  最高茎数   穂数   有効茎歩合

(本/r)  (本 /nf)   (%)
慣行水管理   359
5葉期深水   324
8葉期深水   334

292         81 2

313         967
314         939
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図 1 深水管理が一茎あたりの乾物重の増加に及ぼす影響

く,成熟期までに慣行水管理区,5葉期深水区との差が広

がった。一方,穂揃い期までは慣行水管理区の方が 5葉期

深水区よりも1茎重が多く推移したが,成熟期には8葉期

深水区,5葉期深水区,慣行水管理区の順に1茎重が多かっ

た (図 1)。 穂揃い期の 1茎重の違いは茎葉部の重さの違

いによるもので,穂,上位 3葉の重さは同程度だった (図

2)。 成熟期には穂は8葉期深水区, 5葉期深水区,慣行

水管理区の順で重く,8葉期深水区では穂,上位 3葉 ,茎

業部いずれも一茎当たりの乾物重が最も多くなった。慣行

水管理区,5葉期深水区では上位 3葉,茎葉部の乾物重の

違いは見られなかった (図 3)。

0)深水処理が非構造性炭水化物量に及ぼす影響

穂揃い期まで一茎あたりに蓄積された非構造性炭水化物

量は8葉期深水区,慣行水管理区,5葉期深水区の』慣に多

く,成熟期には8葉期深水区でもっとも多かった。これは

乾物重と同じ傾向であった (図 4)。 穂揃い期の部位別非

構造性炭水化物量は乾物重と同様に茎葉部の蓄積量の違い

が,全体の量の差になった。上位 3葉の非構造性炭水化物

量はいずれの区も同程度で深水処理による違いは見られな

口慣行水管理
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慣行水管理 5葉期深水  8葉期深水

図2 深水管理が穂揃期 (8/■ )の一茎当たりの部位別

乾物重に及ぼす影響
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図3 深水管理が成熟期 (9/22)の一茎当たりの部位別

乾物重に及ぼす影響

かった (図 5)。

14)収量と収量構成要素

5葉期深水区.8葉期深水区は慣行水管理区に比べて
,

穂数,1穂籾数が大きくなり収量が増加 した。しかし登熟

歩合,千粒重,外観品質には差が見られず,同程度だった

(表 2)。

4 ま  と  め

8葉期深水区では深水処理によつて有効茎歩合が高めら

れ,ま た最高分げつ期以降の一茎重の増加が大きくなり,

減数分裂期以降乾物重が最も大きかった。乾物重の増加と

同様に8葉期深水区では一茎あたりの非構造性炭水化物の

含有量も増加し,穂揃い期における茎葉部での蓄積が多く

6/20 6/27  7/6  7/12 7/26 3/15 9/22

図4 深水管理が一茎当たりの非構造性炭水化物量の推移

に及ぼす影響

慣行水管理 5葉期深水 8葉期深水

図5 深水管理が穂揃期 (8/11)の部位別非構造性炭水
化物量に及ぼす影響

表 2 深水処理が収畳および収量構成要素に及ぼす影響

玄米重 穂数 1穣粒数 総』数 登熟歩合 千粒重 品質

(し/a)(本 /ピ)(じ/OG絶/0 (%) (g)(1～ 9)

慣行水管理 508  292  730  213  948  239  1
5葉期深水 529  313  798  250  942  243  15
3葉期深水 538  314  775  243  959  240  15

なった。

深水処理を行った区で一穂粒数が慣行水管理区より増加

した。しかし,今回の結果では乾物生産量や総籾数が全体

的に小さく,蓄積 した非構造性炭水化物が登熟及び収量に

あたえた影響は小さかったと考えられた。

慣行水管理  5葉期課水  8葉期深水
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